
  

 

 

 

 

  

保護者の皆様には、神杉小学校の教育活動推進につきましていつもご理解ご協力

をいただき厚くお礼申しあげます。 

 

 

「学校評価アンケート」にご協力いただきありがとうございました。結果をまと

めましたので，お知らせします。保護者の方からいただいたご意見につきましては，

今後の学校運営に生かしていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 質 問 項 目 

１ あなたのお子さんは，楽しく学校に通っている。 

２ 学校は，お子さんに学力をつけている。 

３ お子さんは，目標時間を意識して家庭学習に取り組んでいる。 

４ お子さんは，家庭で自主学習に取り組んでいる。 

５ お子さんは，相手の人を大切にする言葉づかいや行動をしている。 

６ お子さんは，家庭や登下校中に気持ちのよいあいさつをしている。 

７ お子さんは，保護者と相談して決めたメディアの使用時間を守っている。 

８ 学校通信だより，ＰＴＡだより，保健だより，学級通信，ホームページなどを通して，学校の様子がわかる。 

９ お子さんのことなどについて，教職員との相談がしやすい。 

豊かな人間性と確かな学力をもち，自ら伸びる子どもの育成 
～やさしく かしこく たくましく～ 

令和６年２月２６日 
NO５ PTA事務局 

教頭： 高淵 千香子 

 

学校評価 アンケート結果 

■肯定的評価の高い項目（１・２・8・9） 
○ 「１ 楽しく学校に通っている」「２ 学力をつけている」「8 学校の様子がわかる」「９ 
相談がしやすい」は９月に続けて肯定的評価が高いです。特に「１ 楽しく学校に通って
いる」，「２ 学力をつけている」，「8 学校の様子がわかる」の項目は 9０％を超えまし
た。また、9 月と比較し、肯定的評価の割合が向上したのは，「２ 学力をつけている」，
「３目標時間を意識した家庭学習」，「４ 家庭での自主学習」，「５ 相手の人を大切にす
る言葉づかいや行動」，「8 学校の様子がわかる」，「９ 相談がしやすい」の項目でした。 

  学校・家庭・地域が共に子どもたちのよりよい成長を願い様々な取組を行ってきた成果
だと考えます。今後ともよろしくお願いいたします。 

■課題として挙げられる項目（７） 
▲ 今回のアンケートで一番の課題として挙げられるのは、「７ 相談して決めたメディア
の使用時間を守ること」でした。肯定的な回答は 53.3％であり、約半数の児童が使用時
間を意識できていないという結果となりました。先日学校保健委員会があり、学校医の伊
藤先生からもメディアとの付き合い方が大切であると指導をいただきました。 

  現在は、メディアを活用しての学習も行われており、今後もメディアの活用は児童にと
っては必要不可欠なものとなります。その中で、どうメディアと付き合っていくかが最も
重要となってきます。ゲーム、携帯・ネット等がもたらす負の影響について、成長期にお
けるメディアとの「適度なつきあい」について、今後も児童の規則正しい生活や健康を守
る観点からも、学校と家庭、地域や関連企業等と連携を図りながら取組を進めていきたい
と思います。 

 参観日・PTA教育講演会（2月 22日） 

2 月 22 日は、参観日・PTA 教育講演会にお忙しい中ご参加いただきありがとう 
ございました。参観日では、これまでの振り返りをしたり、これからの頑張りを発表
したり、理科の実験、家庭科室でのクッキングをしたりと、様々な児童の頑張りを参
観していただけたと思います。 
 学級部主催のＰＴＡ教育講演会では、塩町駐在所の巡査部長、岡田明様から「SNS
に隠されている落とし穴について」という演題で講演をしていただきました。その中
で、２本の動画を紹介していただきました。 
１つ目は、SNS 上で知り合った相手（女子高生に成りすました大人）に自分の写

真を送ってしまうという事例でした。要求はどんどんエスカレートしていきます。警
察に相談をしても、一度 UP してしまった写真や動画等は二度と回収ができません。
ネットの危険性を知っておくとともに、児童を守るためのフィルタリングをかける
等の保護者の方の協力も必要であると言われました。 
２つ目は、グループチャットでの誤解から友達との関係が悪くなったという事例

でした。相手の表情や声の調子が分からない中では、本当にこの表現で相手に伝わる
のかということを考える必要があります。また、友達とのトラブルの中で、相手を突
きとばすことや悪口をいって傷つけることは「暴行罪」という犯罪にも該当すること
があると教えていただきました。最後に「自分がされて嫌なことは人に対してもして
はいけない」という最も大切なことを話されました。 
※裏面に、「こどもを守るフィルタリング」のチラシを印刷しています。ぜひご覧

いただき、実態に応じて子どもさんと話をしていただければと思います。よろしくお
願いいたします。 

受賞 おめでとうございます 
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